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稚内市の医療と健康、まちづくりの応援情報誌

引 き 続 き お 待 ち し て い ま す！

感 謝 の メ ッ セ ー ジ

　病院応援団で呼びかけしている感謝
のメッセージ。メッセージはポスター
にして市立病院に掲示しています。
　また、医師らがいる、市立稚内病院
の医局へは、見やすいように冊子にし
て送っています。

地域医療を守り育てる３か条

１．かんしん（関心）持とう。

２．からだづくりに取り組もう。

３．かんしゃ（感謝）の気持ちを伝えよう。

現在の応援団数

延べ 20,733人（ 団体含）

現在までの感謝のメッセージ数

1,093通（R3.2月末）

わっかない～ね！の表紙や

中面などに利用する写真を

引き続き募集しています！

稚内らしい風景などの写真

がありましたら、事務局ま

でご連絡ください。 

事務局引っ越しました！

稚内市保健福祉センター内

令和2年5月から事務局が稚内市保
健福祉センターへ移転しました。

※市役所の担当課が地方創生課から健
康づくり課へ変更になっています。
【
新
住
所
】
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▲稚内市保健福祉センター前庭での
　旗波運動の様子（令和2年10月）
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市立稚内病院に「発熱外来」新設 

▲発熱外来外観。
（北病棟と西病棟の間のプレハブの建物）

　発熱などの症状があり、新型コロナウイ
ルス感染症の感染が疑われる患者を一般の
患者と区別して診療する『発熱外来』が、

市立稚内病院の敷地内に
開設され、 令和 2 年 12 月 15 日から診療が始まっ
ています。 
　この発熱外来は、救急外来入口隣側に設置され
たプレハブの建物で、検査室と診察室に分けられ
ています。初めに検査室で抗原検査等の検査を行
い、新型コロナウイルス感染症やインフルエン 

　　　　　　　ザの感染を確認します。検査結果判明後、新型コ
ロナウイルス感染症が陽性の場合は、専用病棟に入院等となり、
陰性の場合は、診療室にて診療を行います。 
　受診を希望される場合は、必ず事前に電話予約（平日午前９時
～ 12 時）をお願いします。 

▲検査室の奥側には採取室が
２室設けられています。

≪対　象≫発熱や頭痛等の症状のある中学生以上の方 

≪診療日≫月～金曜日（祝日除く） 

　　　　【検査】11：00～14：00【診療】14：00～17：00

≪予約受付時間≫ 9：00～12：00 

≪予約先≫市立稚内病院 TEL 0162-23-2771 

事前に電話相談を！

発熱症状で医療機関を受診されるときは

①かかりつけ医がいる方は…かかりつけ医にお電話を！

②かかりつけ医がいない方は…

                    次の健康相談センターにお電話を!

北海道新型コロナウイルス感染症 健康相談センター

０８００ ー ２２２ － ００１８
（24時間対応・フリーコール）

▲稚内市役所庁舎前
（令和3年3月末まで設置予定）

 医療従事者の皆さん、そしてコロナ禍の

中がんばる全ての皆さんに向けて稚内市役

所庁舎前に懸垂幕を設置しました。 

 これからも引き続き感染予防にご協力を

お願いいたします。  

日々、感染予防を心がけてくださっている市民の皆さん 

ご協力ありがとうございます。 

●コロナ禍の中、最前線で活躍する医療従事者の皆さんに
たくさんの応援メッセージが届いています。

小学校で「健康・禁煙教室」が開催されました。●



▲市立稚内病院の新型コロナ
　ウイルス感染症病棟の職員
　の皆さんへ健康飲料を贈呈。

≪送付先≫ 〒

稚内市中央３丁目 番 号 稚内市役所内

地域医療を考える稚内市民会議

☆☆感謝の輪広がっています☆☆☆感謝の輪広がっています☆☆
頑張っている病院のみなさんへ応援メッセージ 

　新型コロナウイルス感染症の拡大が続く中、医療の最前線で活
躍されている医療従事者のみなさんに感謝の気持ちを伝えるため
に、チラシを作成し、新聞折込等で応援メッセージを呼びかけた
ところ、たくさんのメッセージが寄せられています。その一部を
ご紹介します。

　みなさん、たくさんのメッセージありがとうございます。 
いただいたメッセージは、市内の病院・クリニックにお届けします。 
　今後も引き続き募集していますので、よろしくお願いします。 

４応援団長が 
　　市立稚内病院 國枝院長を訪問 

　新型コロナウイルス感染症の対策に追
われている行政や第一線で働く医療現場
のみなさんに感謝の気持ちを伝えようと、
工藤広稚内市長及び市立稚内病院國枝保
幸院長を医療と健康のまちづくり応援団
の４応援団長が訪問しました。 

将来のために！小学校で｢健康・禁煙教室｣将来のために！小学校で｢健康・禁煙教室｣初開催！

　道北勤医協宗谷医院副院長坂牧勉医師を講師に、南小学校と港小学校で「健康・禁煙教室」
を実施しました。 
　坂牧医師が、「たばこに含まれる有害物質は、がんだけではなく様々な健康障害の原因
になること」、「副流煙にはより多くの有害物質が含まれていること」、「吸い始めたらなか
なかやめられなくなること」など、画像やアニメ等を用いながら、たばこが心と体に及ぼ
す影響をわかりやすく解説。 
　今はほとんどの場所で喫煙が禁止されているけれど、昔は汽車の中がたばこの煙で真っ

白になるくらいだったという話や、喫煙者と非喫煙者の
肺の画像を見比べて、喫煙者の肺が真っ黒になっている
ことなどに児童たちは驚いた様子でした。  
　質問コーナーでは、「パパは毎日たばこを吸っている
けど、パパも家族も大丈夫？」「空気清浄機や換気扇は
効果があるの？」「少しだけでも中毒性があるの？」など、
積極的に手を挙げて質問する姿がみられました。 
 児童たちは、たばこが身体に悪いということは知って
いたけれど、どうして、どのように害があるのかを学び
理解を深めたようです。 
 たばこに興味を持つ前の年代から、たばこについて学び、
知識を得ることは大切なことだと言われています。 
 この健康教室でたばこが及ぼす
悪影響を学習して、自分や家族、
周りの人の健康について考える
きっかけになってくれることを
願っています。 

▲稚内南小学校６年生の授業の様子

▲稚内港小学校３年生の授業の様子

▲たばこの害について解説する坂牧医師

 「たばこがこんなにも危険なんて思わなかったです。私が大人になっ
てもたばこは吸いたくないと思いました。」（南小 6年） 
「思っていた以上に体に害があることがわかりました。私の親もたば
こを吸っているのでやめてもらいたいです。」（南小 6年） 
「今まではたばこの本当を知りませんでした。教えてくれてありがと
うございました。」（南小 6年） 
「肺が黒くなるとは思いませんでした。20 歳になってもたばこを吸
わないようにしようと思いました。」（港小 3年） 

≪禁煙教室後の感想文から≫ 

今年度は残念ながら中止
―未来の医療従事者の育成を目指す事業―
―地域医療を考える稚内市民会議等―

 　「医療探検講座」や「夢は医者☆未来を拓く講演会」、「医学
生との集い」等、子どもたちが医療に関する仕事に触れ、夢を
持って育ってほしいという願いから例年様々な取り組みが実施
されてきましたが、今年度は新型コロナウイルス感染症の影響
で残念ながら全て中止となってしまいました。 
　また、『地域医療を考える稚内市民会議』についても、同じ
理由で開催できませんでした。 
　来年度開催された際には、また本誌でご紹介する予定ですの
でお楽しみに！  

健康のまちづくりサミット ｉｎ 稚内2022年に延期！

　２０２０年に稚内で開催が予定されていた「健康のまちづくり

サミット」が新型コロナウイルス感染症予防のため延期になりま

した。２０２２年の開催を目指して取り組みを進めていきます。 

※「健康のまちづくりサミット」は、全国の自治体で取り組まれている 　
　健康増進活動やまちづくり政策について情報共有を目的に開催。

詳しくは、こちらで検索 健康のまちづくり友好都市連盟 検索


